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ファイル暗号化ソフト「クリプタン」のサービス開始に関するお知らせ 

 

当社は、以下のとおり、機密ファイルのやりとりに伴う情報漏えいリスクを解消する Windows用ファイル暗

号化ソフト「クリプタン」のサービスを 2022年 11月７日に開始することを、会社法第 370条(取締役会の決議

に替わる書面決議)に基づき、本日付で決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．サービス開始の趣旨 

ビジネスシーンにおいて、機密情報を含む重要なファイルを電子メール等で送信することによって、情報漏

えいが発生する恐れがあります。この対策として、日本企業の多くは「パスワード付き暗号化ファイルと、そ

のパスワードを別々のメールで送る」というファイル共有方法を従業員に推奨してきました。しかし昨今、こ

の方法は情報セキュリティの専門家から「PPAP」と名付けられ、推奨できない方法だと指摘されるようになり、

各企業は新たなファイル共有方法を模索しています。 

その暫定的な方法として、ファイル転送サービスやクラウドストレージを経由したファイル送信が採用され

ています。しかし、これらの方法は、機密情報であるファイルをサービス事業者のサーバーに委ねるリスクが

あり、特に海外サービスの場合は万が一の事態が発生した場合でも、日本の法律が適用されません。また、外

部ウェブサイトへの接続が禁じられている企業は、これらのサービスを利用できません。さらに、従来の暗号

化方式では暗号化したファイルを解読されてしまう脆弱性も無視できません。 

こうした状況において、認証セキュリティ専門の研究開発企業として国産の認証システム「PassLogic（パス

ロジック）」を展開してきた当社は、企業の「脱 PPAP」を本気で考え、100％安心安全にファイルを送信できる

Windows用ファイル暗号化ソフト「クリプタン」を開発し、ベータ版を 2022年８月 10日に公開いたしました。

そして、ベータ版をご利用いただいた皆さまからのご意見、ご要望を反映した正式版のサービス提供を 2022年

11月７日より開始いたします。 

 

２．「クリプタン」のサービス内容 

クリプタンは、軍事レベルの高度な暗号方式「AES256」と公開鍵暗号方式、さらに、当社が提供する個人用

認証プラットフォーム「4Login（フォーログイン）」が提供する多要素認証技術を組み合わせた Windows用ファ

イル暗号化ソフトです。送信者が設定した「正しい相手」にしか開けない暗号化ファイルを生成するので、送

信方法は、電子メール、ビジネスチャット、共有ファイルサーバー、ファイル送信サービス、SNS 等どのよう

な方法でも問題ありません。暗号化ファイルの受信者は、クリプタンで復号するか、クリプタンを利用してい

ない場合でも、当社が運営する専用ウェブサイト「クリプタン WEB受取」を利用して復号が可能となります。

従来の暗号化方式である ZIP等では、パスワードの設定・管理が必要でしたが、クリプタンではその手間も必

要なくなります。 

なお、この暗号化ファイルの生成と送受に関する技術につきましては、国際特許を出願中です。 

価格は、法人利用の場合、暗号化は１ユーザーあたり月額 500円（税込）にてご利用いただけます。復号の

みの利用は無料です。個人利用（個人事業主の商用利用を含む）の場合、暗号化も復号も無料です。なお、正

式サービス開始を記念して「4-4パック」(４ユーザー×４年ライセンス）を、2023年４月４日までの期間限定

で、18,000円（１ユーザーあたり月額 94円（税込））にて販売いたします。 

クリプタンの詳細な機能や利用方法につきましては、クリプタン製品サイトをご参照ください。 

 



 

 
 

【クリプタン製品サイト】 

URL：https://cryptan.jp/ 

※正式サービス開始後に更新を予定しております。 

 

【クリプタン ロゴ】 

 
 

３．日程 

（１）取締役会の決議に替わる書面決議を行った日 

 2022年 11月４日 

（２）新たなサービスを開始する時期 

 2022年 11月７日 

 

４．新たなサービスの業績への影響 

当サービスについては、売上高の発生が見込まれるものの経常的な原価としての人件費等も発生しており、

当社の業績に与える影響は軽微であると見込んでおります。また、中長期的には当社の業績向上に貢献するも

のと考えており、適切に業績予想に反映して参ります。今後、当社の業績に重要な影響を与えると認められる

場合には、速やかに開示いたします。 

 

以上 


